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はじめに 
ThMn12型結晶構造を有する 1-12 系強磁性物質は高い飽和磁化(Ms)と異方性磁界(Ha)を有し、Nd2Fe14B の磁

気特性を超える可能性がある物質として注目されている 1)2)。これらの高い磁気特性の発現機構や、相安定化

機構の解明は、本物質の高性能磁石化の可能性を見極めるために重要である。本発表では高い飽和磁化が報

告 2)された(Nd0.7Zr0.3)-(Fe0.75Co0.25)11.5-Ti0.5-N 粉末の Zr, Co, Ti の添加効果について考察した。 
実験方法 
ストリップキャスト法によって作製した(Nd0.7Zr0.3)-(Fe0.75Co0.25)11.5-Ti0.5合金を溶体化処理後、粉砕分級して

数十μm径の粉末とし、窒素ガス中で窒化処理を行った。試料の結晶構造評価にはXRD(RIGAKU, SmartLab)、
Cs-STEM(JEOL, ARM200F)、磁気特性評価には VSM(QuantumDesign, Inc. PPMS(9T))を用いた。 
実験結果 
 (Nd0.7Zr0.3)-(Fe0.75Co0.25)11.5-Ti0.5-N 粉末の

[001]方向からの STEM-EDX 結果を Fig.1 に

示す。Nd と Fe の像から、原子分解能でそ

れぞれの元素サイトの識別ができているこ

とがわかる。添加元素である Zr は Nd2a サ

イトに、Ti は Fe8i サイトに濃化しているこ

とが分かり、報告されている結晶構造解析

結果 3)と整合していた。安定化元素の Ti 量
を減少させて Fe 比率を増やすと、Nd を中

心としFe8i, Fe8jサイトで構成される6員環

の[100]方向の長さ(Fig.1 の原子モデル図参

照)が縮むため構造が不安定となるが、Nd
の一部を Nd より原子半径の小さい Zr で置

換することで構造の安定化が図られている

と推察される。そのため、Fe 分率が増加しても異方性磁界を損なわずに磁化の向上が可能であると考えられ

る。当日は結晶構造や磁気特性の Zr 置換量依存性に関しても言及を行う。 
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Fig.1 Element specific STEM-EDX mapping of  
(Nd0.7Zr0.3)-(Fe0.75Co0.25)11.5-Ti0.5-N (Circle in center is a marker of Fe8i site) 

6 員環の[100]方向長さ 
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